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ま え が き

平 成 18 年 ６ 月 、 海 外 の 文 化 遺 産 の 保 護 に 係 る

国 際 的 な 協 力 の 推 進 に 関 す る 法 律 （ 平 成 18 年 法

律 第 97 号 ） が 施 行 さ れ た 。 そ れ と あ わ せ て 、 海

外 の 文 化 遺 産 保 護 に 関 す る 国 内 に お け る 連 携 及 び

協 力 の 推 進 を 図 る た め 、 文 部 科 学 省 、 外 務 省 そ の

他 関 係 省 庁 、 文 化 遺 産 国 際 協 力 に 係 る 大 学 そ の 他

の 教 育 研 究 機 関（ 以 下「 教 育 研 究 機 関 」と い う 。）、

独 立 行 政 法 人 （ 独 立 行 政 法 人 国 立 文 化 財 機 構 、 独

立 行 政 法 人 国 際 交 流 基 金 及 び 独 立 行 政 法 人 国 際 協

力 機 構 等 ） 及 び 民 間 団 体 等 に よ り 構 成 さ れ る 「 文

化 遺 産 国 際 協 力 コ ン ソ ー シ ア ム 」（ 以 下 「 コ ン ソ

ー シ ア ム 」 と い う 。） が 発 足 し 、 関 係 機 関 が 連 携

し て 海 外 の 文 化 遺 産 の 保 護 に 係 る 国 際 的 な 協 力

(以 下 「 文 化 遺 産 国 際 協 力 」 と い う 。） に 取 り 組

む 体 制 が 整 っ た 。

さ ら に 、 同 法 第 ６ 条 第 １ 項 の 規 定 に 基 づ き 、 平

成 19 年 12 月 に 定 め ら れ た 「 海 外 の 文 化 遺 産 の 保

護 に 係 る 国 際 的 な 協 力 の 推 進 に 関 す る 基 本 的 な 方

針 」（ 以 下 「 第 一 次 基 本 方 針 」 と い う 。） を 踏 ま

え て 、 我 が 国 の 文 化 遺 産 国 際 協 力 は 推 進 さ れ て き

た 。

本 基 本 方 針 は 、第 一 次 基 本 方 針 策 定 後 に お け る 、

国 際 的 な 諸 情 勢 の 変 化 及 び 我 が 国 の 文 化 遺 産 国 際

協 力 の 推 進 に 関 す る 施 策 の 実 施 の 状 況 並 び に 文 化

芸 術 振 興 基 本 法 （ 平 成 13 年 法 律 第 148 号 ） 第 ７ 条

第 １ 項 の 規 定 に 基 づ き 平 成 23 年 ２ 月 ８ 日 に 閣 議

決 定 さ れ た 「 文 化 芸 術 の 振 興 に 関 す る 基 本 的 な 方

針 （ 第 三 次 基 本 方 針 ）」 を 踏 ま え 、 第 一 次 基 本 方

針 を 見 直 し 、 今 後 お お む ね ５ 年 間 を 見 通 し て 、 策

定 す る も の で あ る 。

本 基 本 方 針 の 第 １ に お い て は 、 文 化 遺 産 国 際 協
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力 の 推 進 の 基 本 的 方 向 と し て 、 国 等 の 役 割 を 明 ら

か に す る と と も に 、 特 に 重 視 す べ き 方 向 性 と 留 意

す べ き 事 項 に つ い て 定 め て い る 。第 ２ に お い て は 、

第 １ の 基 本 的 方 向 を 踏 ま え て 講 ず べ き 基 本 的 施 策

に つ い て 定 め て い る 。

な お 、 本 基 本 方 針 は 、 国 際 的 な 諸 情 勢 の 変 化 や

我 が 国 の 文 化 遺 産 国 際 協 力 に 関 す る 施 策 の 実 施 の

状 況 等 を 踏 ま え 、 柔 軟 か つ 適 切 に 見 直 し を 行 う こ

と と す る 。

第 １ 文 化 遺 産 国 際 協 力 の 基 本 的 方 向

１ ． 文 化 遺 産 国 際 協 力 の 推 進 の 必 要 性

(1) 我 が 国 の 重 要 な 使 命 と し て の 文 化 遺 産

国 際 協 力

文 化 遺 産 は 、 人 類 共 通 の 貴 重 な 財 産 で あ

り 、 国 ・ 地 域 を 越 え て 、 国 際 的 な 協 力 に よ

り 、 こ れ を 保 護 し 、 後 の 世 代 に 確 実 に 継 承

し て い く 必 要 が あ る 。 特 に 、 我 が 国 は 、 豊

か な 歴 史 ・ 文 化 を 有 す る 国 と し て 、 こ れ ま

で 長 年 に わ た っ て 、 史 跡 、 名 勝 、 建 造 物 、

絵 画 、 彫 刻 、 工 芸 品 等 の 有 形 の 文 化 遺 産 及

び 伝 統 芸 能 、 工 芸 技 術 、 風 俗 ・ 慣 習 や 民 俗

芸 能 等 の 無 形 の 文 化 遺 産 の 保 護 に 関 す る 知

識 、 技 術 、 経 験 等 を 蓄 積 し て き た 。 こ れ ら

を 活 用 し て 、 海 外 の 文 化 遺 産 で あ っ て 、 武

力 紛 争 、 自 然 災 害 、 あ る い は 経 済 開 発 等 に

伴 い 、 損 傷 し 、 衰 退 し 、 消 滅 し 、 若 し く は

破 壊 さ れ 、 又 は そ れ ら の お そ れ の あ る も の

を 保 護 す る た め の 協 力 を 推 進 し 、 も っ て 世

界 各 地 の 文 化 遺 産 の 保 護 に 貢 献 す る こ と

は 、 我 が 国 の 重 要 な 使 命 の 一 つ で あ る 。

(2) 諸 情 勢 の 変 化 を 踏 ま え た 文 化 遺 産 国 際

協 力 の 推 進 の 必 要 性
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第 一 次 基 本 方 針 を 策 定 し て 以 降 、 社 会 の

国 際 化 は さ ら に 進 展 し 、 経 済 や 文 化 に 関 す

る 国 際 交 流 は 一 層 活 発 化 し て お り 、 経 済 発

展 が 進 む 国 ・ 地 域 に お い て は 、 こ れ ま で 以

上 に 、観 光 振 興 や 経 済 及 び 社 会 の 開 発 等 と 、

文 化 遺 産 の 保 護 及 び 活 用 と の 両 立 が 大 き な

課 題 と な っ て い る 。

こ う し た 課 題 に つ い て は 、 当 該 国 ・ 地 域

の 内 外 に お い て 適 切 に 対 応 す る 必 要 が あ

る 。 経 済 及 び 社 会 の 開 発 等 と の 調 和 の と れ

た 文 化 遺 産 保 護 を 進 め て き て い る 我 が 国

が 、 持 続 的 な 開 発 と 文 化 遺 産 保 護 の 先 進 国

と し て 、 そ の 知 見 等 を 積 極 的 に 生 か し た 文

化 遺 産 国 際 協 力 を 推 進 す る こ と に つ い て 、

国 際 社 会 の 期 待 は 大 き く な っ て い る 。

２ ． 文 化 遺 産 国 際 協 力 の 推 進 に 当 た っ て の 基 本

理 念

(1) 世 界 各 地 の 文 化 の 発 展 へ の 積 極 的 貢 献

文 化 遺 産 が 人 類 共 通 の 貴 重 な 財 産 で あ る

こ と に か ん が み 、 我 が 国 が 文 化 遺 産 国 際 協

力 を 行 う に 当 た っ て は 、 我 が 国 に 蓄 積 さ れ

た 知 識 、 技 術 、 経 験 等 を 生 か し て そ の 保 護

に 積 極 的 に 取 り 組 む こ と で 、 我 が 国 の 国 際

的 地 位 の 向 上 に も 資 す る よ う 文 化 遺 産 国 際

協 力 の 分 野 に お い て 主 導 的 な 役 割 を 果 た し

つ つ 、 ま た 、 世 界 に お け る 多 様 な 文 化 の 発

展 に 積 極 的 に 貢 献 す る と と も に 、 国 民 の 異

な る 文 化 の 理 解 、 文 化 の 多 様 性 を 尊 重 す る

広 や か な 心 の 涵 養 及 び 国 際 社 会 に お け る 相

互 理 解 の 増 進 が 図 ら れ る よ う に 行 う も の と

す る 。

(2) 外 国 の 政 府 及 び 関 係 機 関 等 の 自 主 性 の
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尊 重

文 化 遺 産 国 際 協 力 の 推 進 に 係 る 施 策 に つ

い て は 、 文 化 の 多 様 性 が 損 な わ れ る こ と が

な い よ う 、 世 界 各 地 の 文 化 の 特 性 に 配 慮 す

る と と も に 、文 化 遺 産 の 保 護 及 び 活 用 に は 、

地 域 住 民 を は じ め と す る 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ

の 参 画 が 重 要 で あ る こ と を 踏 ま え 、 文 化 遺

産 が 存 在 す る 外 国 の 政 府 及 び 関 係 機 関 並 び

に 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ の 自 主 的 な 努 力 と 協 働

を 尊 重 し て 支 援 す る こ と を 旨 と し て 行 う こ

と と す る 。

３ ． 文 化 遺 産 国 際 協 力 の 実 施

文 化 遺 産 国 際 協 力 は 、 有 形 、 無 形 の 文 化 遺

産 を 対 象 と し て 、個 別 の 文 化 遺 産 の 保 護 か ら 、

文 化 遺 産 保 護 に 関 す る 法 律 の 策 定 等 と い っ た

政 策 に 関 す る 支 援 ま で 、 多 様 な 手 法 で 実 施 さ

れ て い る 。 我 が 国 に お い て は 、 海 外 に お け る

文 化 遺 産 保 護 制 度 の 整 備 状 況 や 実 施 環 境 を 踏

ま え つ つ 、 緊 急 性 や 必 要 と さ れ る 専 門 性 等 に

留 意 し て 、 次 の よ う な 協 力 を 実 施 す る 。

① 保 護 す べ き 文 化 遺 産 の 確 認 調 査 ・ 記 録 作

成

② 保 護 す べ き 文 化 遺 産 の 保 存 管 理 計 画 の 策

定 ・ 実 施

③ 有 形 文 化 遺 産 の 保 存 修 復 や 無 形 文 化 遺 産

の 目 録 作 成 等

④ 文 化 遺 産 保 護 に 携 わ る 人 材 の 養 成

⑤ 文 化 遺 産 保 護 に 関 す る 意 識 の 普 及 ・ 啓 発

⑥ 文 化 遺 産 保 護 に 関 す る 法 制 の 整 備 そ の 他

の 政 策 に 関 す る 支 援 （ 観 光 振 興 や 経 済 及 び

社 会 の 開 発 等 と の 調 和 の と れ た 文 化 遺 産 の

適 切 な 保 護 及 び 活 用 の 推 進 に 係 る 支 援 ）
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４ ． 文 化 遺 産 国 際 協 力 の 推 進 に お け る 国 等 の 役

割

(1) 国 の 役 割

国 は 、 上 述 ２ ． の 基 本 理 念 に の っ と り 、

外 国 政 府 又 は 国 際 機 関 等 か ら の 要 請 等 を 踏

ま え て 、 文 化 遺 産 国 際 協 力 の 推 進 に 関 す る

施 策 を 策 定 し 、 実 施 し 、 施 策 を 実 施 す る た

め 必 要 な 財 政 上 の 措 置 そ の 他 の 措 置 を 講 ず

る よ う 努 め る 。

(2) 教 育 研 究 機 関 等 の 役 割

① 文 化 遺 産 国 際 協 力 に 係 る 教 育 研 究 機 関

は 、 文 化 遺 産 国 際 協 力 に 必 要 な 人 材 の 育

成 並 び に 研 究 及 び そ の 成 果 の 普 及 に 自 主

的 か つ 積 極 的 に 努 め て い く こ と が 望 ま れ

る 。

② 教 育 研 究 機 関 は 、 文 化 遺 産 国 際 協 力 に

携 わ る 研 究 者 や 技 術 者 の 職 務 及 び 職 場 環

境 が そ の 重 要 性 に ふ さ わ し い 魅 力 あ る も

の と な る よ う 、 研 究 者 及 び 技 術 者 の 適 切

な 処 遇 の 確 保 並 び に 研 究 施 設 の 整 備 充 実

を 図 る こ と が 望 ま れ る 。

③ 独 立 行 政 法 人 国 立 文 化 財 機 構 東 京 文 化

財 研 究 所 文 化 遺 産 国 際 協 力 セ ン タ ー （ 以

下 「 セ ン タ ー 」 と い う 。） は 、 文 化 遺 産

の 保 存 修 復 及 び 調 査 研 究 の 分 野 に お い

て 、 国 際 協 力 を 推 進 す る 極 め て 重 要 な 専

門 機 関 で あ り 、 そ の 卓 越 し た 機 能 を 生 か

し 、 世 界 各 地 で 積 極 的 な 協 力 活 動 を 実 施

し て い る 。 セ ン タ ー は 、 教 育 研 究 機 関 及

び 民 間 団 体 等 と 協 力 し つ つ 、 自 ら が 有 す

る 知 識 、 技 術 、 経 験 等 を 活 用 し て 、 文 化

遺 産 国 際 協 力 を さ ら に 推 し 進 め る と と も
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に 、 コ ン ソ ー シ ア ム を 中 心 と し た 我 が 国

の 国 際 協 力 推 進 体 制 を 支 え て い く こ と が

望 ま れ る 。 こ の た め 、 国 は 、 セ ン タ ー が

文 化 遺 産 国 際 協 力 に 関 係 す る 海 外 諸 機 関

と の 連 携 に お け る 中 核 的 な 役 割 を 発 揮 で

き る よ う に 、そ の 体 制 の 整 備 充 実 を 図 る 。

④ ま た 、 平 成 23 年 10 月 に は 、 日 本 国 政

府 と Ｕ Ｎ Ｅ Ｓ Ｃ Ｏ （ 国 際 連 合 教 育 科 学 文

化 機 関 （ 以 下 「 ユ ネ ス コ 」 と い う 。））

と の 間 の 協 定 に 基 づ き 、 ユ ネ ス コ が 賛 助

す る ア ジ ア 太 平 洋 地 域 に お け る 無 形 文 化

遺 産 の た め の 国 際 調 査 研 究 セ ン タ ー と し

て 、 独 立 行 政 法 人 国 立 文 化 財 機 構 ア ジ ア

太 平 洋 無 形 文 化 遺 産 研 究 セ ン タ ー が 設 置

さ れ た 。 当 該 セ ン タ ー に お い て は 、 我 が

国 の 無 形 文 化 遺 産 に 関 す る 国 際 協 力 の 拠

点 と し て 、 東 京 文 化 財 研 究 所 等 の 関 係 機

関 と 連 携 し つ つ 、 ア ジ ア 太 平 洋 地 域 の 無

形 文 化 遺 産 の 保 護 に 向 け た 調 査 研 究 等 の

国 際 協 力 を 推 進 す る こ と が 望 ま れ る 。

⑤ な お 、 国 は 、 文 化 遺 産 国 際 協 力 の 推 進

に 関 す る 施 策 で あ っ て 、 教 育 研 究 機 関 に

係 る も の を 策 定 し 及 び こ れ を 実 施 す る に

当 た っ て は 、 研 究 者 の 自 主 性 の 尊 重 及 び

教 育 研 究 機 関 に お け る 研 究 の 特 性 に 配 慮

す る 。

(3) コ ン ソ ー シ ア ム の 役 割

① コ ン ソ ー シ ア ム は 、 我 が 国 の 文 化 遺 産

国 際 協 力 の 担 い 手 で あ る 文 部 科 学 省 、 外

務 省 そ の 他 関 係 省 庁 、 教 育 研 究 機 関 、 独

立 行 政 法 人 及 び 民 間 団 体 等 の 連 携 ・ 協 力

体 制 の 構 築 を 図 り 、 特 に ネ ッ ト ワ ー ク を
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活 用 し た 情 報 の 収 集 ・ 提 供 及 び 実 施 事 業

の 現 状 分 析 等 を 行 う こ と に よ り 、 文 化 遺

産 国 際 協 力 を よ り 効 果 的 に 実 施 し て い く

こ と が 望 ま れ る 。

② こ の た め 、 国 は 、 コ ン ソ ー シ ア ム が そ

の 役 割 を 果 た せ る よ う 、 安 定 的 な 運 営 体

制 を 確 保 す る 。

③ ま た 、 コ ン ソ ー シ ア ム を 構 成 す る 関 係

機 関 及 び 当 該 機 関 に 所 属 す る 研 究 者 等

は 、 そ れ ぞ れ の 専 門 分 野 等 に つ い て 、 コ

ン ソ ー シ ア ム へ の 協 力 ・ 参 加 を 行 う こ と

が 求 め ら れ る 。

５ ． 経 済 協 力 と の 連 携

文 化 遺 産 国 際 協 力 は 、 文 化 遺 産 を 活 用 し た

地 域 の 活 性 化 等 に も 貢 献 す る も の で あ る 。 こ

の よ う に 、 経 済 効 果 も 期 待 さ れ る 文 化 遺 産 国

際 協 力 を 効 果 的 に 推 進 す る た め 、 政 府 開 発 援

助 （ Ｏ Ｄ Ａ ） 等 の 経 済 協 力 と の 連 携 強 化 が 図

ら れ る 必 要 が あ る 。

こ の た め 、 経 済 協 力 の 中 で 直 接 又 は 間 接 を

問 わ ず 文 化 遺 産 に 関 わ る も の に つ い て は 、 経

済 及 び 社 会 の 開 発 等 の 観 点 だ け で な く 、 文 化

遺 産 保 護 の 観 点 に も 配 慮 し て 実 施 す る 等 、 我

が 国 と し て 、 経 済 協 力 と 有 機 的 に 連 携 し た シ

ナ ジ ー 効 果 の 高 い 文 化 遺 産 国 際 協 力 を 推 進 す

る た め 、 在 外 公 館 や 経 済 協 力 関 係 機 関 と 文 化

遺 産 国 際 協 力 関 係 機 関 と の 連 携 強 化 及 び 情 報

共 有 の 推 進 が 望 ま れ る 。

６ ． 対 象 地 域

ア ジ ア 地 域 は 、 我 が 国 と 共 通 す る と こ ろ の

多 い 文 化 圏 を 形 成 し 、 地 理 的 、 歴 史 的 及 び 文

化 的 に も 深 い 繋 が り を 有 す る 。 こ う し た ア ジ
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ア 地 域 の 国 々 の 文 化 遺 産 の 保 護 に 協 力 す る こ

と は 、 我 が 国 と こ れ ら の 国 々 と の 友 好 関 係 の

さ ら な る 強 化 に つ な が る 。

ま た 、 ア ジ ア 地 域 の 文 化 遺 産 は 、 我 が 国 と

文 化 的 ・ 宗 教 的 な 関 連 が 深 い こ と か ら 、 我 が

国 の 文 化 遺 産 と の 関 連 性 を 探 求 し つ つ 、 ア ジ

ア 地 域 を 中 心 に 、 文 化 遺 産 国 際 協 力 を 推 進 す

る こ と は 、 我 が 国 の 歴 史 ・ 文 化 を 理 解 す る 上

で も 重 要 で あ る 。

こ れ ら を 踏 ま え 、 我 が 国 と し て は 、 ア ジ ア

地 域 を 今 後 と も 重 点 対 象 地 域 と 位 置 づ け る 。

同 時 に 、 我 が 国 に お い て は 、 こ れ ま で も 地

域 を 限 定 す る こ と な く 、 文 化 遺 産 国 際 協 力 を

推 進 し て き て お り 、 我 が 国 が 有 す る 知 識 、 技

術 、 経 験 等 を 生 か す こ と が で き る 文 化 遺 産 国

際 協 力 の 要 請 が あ る 場 合 に は 、 地 域 を 限 定 す

る こ と な く 、 世 界 の 全 地 域 を 対 象 と し て 、 協

力 の 推 進 を 図 る 。

ま た 、 協 力 の 推 進 に 際 し て は 、 将 来 に わ た

る 我 が 国 と の 長 期 的 な 協 力 関 係 が 構 築 で き る

よ う 、 世 界 の 各 地 域 の 専 門 家 と の ネ ッ ト ワ ー

ク 形 成 等 に 留 意 し て 実 施 す る 。

第 ２ 文 化 遺 産 国 際 協 力 の 推 進 に 関 す る 基 本 的 施

策

１ ． 連 携 の 強 化 （ 情 報 交 換 と 協 働 関 係 の 構 築 ）

(1) 国 内 に お け る 関 係 機 関 間 の 連 携

文 化 遺 産 国 際 協 力 を 効 果 的 に 推 進 し て い

く た め に は 、協 力 の 規 模 、性 格 等 に 即 し て 、

各 関 係 機 関 の 持 つ 役 割 や 機 能 を 最 大 限 に 生

か し つ つ 、 密 接 な 連 携 を 図 る 必 要 が あ る 。

文 部 科 学 省 、 外 務 省 そ の 他 関 係 省 庁 、 教

育 研 究 機 関 、 独 立 行 政 法 人 及 び 民 間 団 体 等
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は 、 コ ン ソ ー シ ア ム を 活 用 し な が ら 、 相 互

に 連 携 の 強 化 を 図 る 。

ま た 、 文 化 遺 産 国 際 協 力 に 係 る 施 策 の 推

進 に 当 た っ て は 、 必 要 な 措 置 が 適 切 に 講 じ

ら れ る よ う 、 文 部 科 学 省 、 外 務 省 そ の 他 関

係 省 庁 は 、 密 接 な 連 携 を 図 る 。

(2) 研 究 分 野 間 の 連 携

適 切 な 文 化 遺 産 国 際 協 力 を 推 進 す る に

は 、修 復 技 術 、保 存 科 学 、歴 史 学 、芸 術 学 、

考 古 学 、 人 類 学 、 博 物 館 学 等 の 専 門 分 野 か

ら の 横 断 的 な 参 加 と 協 力 が 不 可 欠 で あ る 。

し た が っ て 、 具 体 的 な 事 業 の 規 模 や 性 格 に

応 じ て 、様 々 な 専 門 分 野 か ら の 参 加 を 促 し 、

関 係 す る 分 野 間 で の 連 携 を 図 る こ と が 重 要

で あ る 。

ま た 、 我 が 国 が 、 文 化 遺 産 を め ぐ る 国 際

的 か つ 多 様 な 要 望 に 適 切 に 応 え ら れ る 文 化

遺 産 国 際 協 力 を 推 進 す る た め に は 、 文 化 遺

産 を 取 り 巻 く 様 々 な 学 問 分 野 を 基 礎 と す

る 、 よ り 総 合 的 な 研 究 領 域 の 整 備 も 視 野 に

含 め る 必 要 が あ る 。

(3) 海 外 と の 連 携

国 、 教 育 研 究 機 関 、 独 立 行 政 法 人 及 び 民

間 団 体 等 は 、 外 国 の 政 府 、 教 育 研 究 機 関 及

び ユ ネ ス コ 、 Ｉ Ｃ Ｃ Ｒ Ｏ Ｍ （ 文 化 財 保 存 修

復 研 究 国 際 セ ン タ ー ）、 Ｉ Ｃ Ｏ Ｍ Ｏ Ｓ （ 国

際 記 念 物 遺 跡 会 議 ）、 Ｉ Ｃ Ｏ Ｍ （ 国 際 博 物

館 会 議 ） 等 の 国 際 機 関 等 と の 密 接 な 連 携 の

下 で 文 化 遺 産 国 際 協 力 を 推 進 で き る よ う 、

海 外 拠 点 の 形 成 を 図 る 等 の 情 報 連 絡 体 制 を

強 化 す る 。 ま た 、 国 内 に お け る 国 際 会 議 の

開 催 や 諸 外 国 で 開 催 さ れ る 国 際 会 議 に 積 極
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的 に 参 加 す る こ と 等 を 通 じ 、 情 報 ネ ッ ト ワ

ー ク の 構 築 ・ 充 実 を 図 る 。

さ ら に 、 我 が 国 の 文 化 遺 産 国 際 協 力 を 一

層 強 化 し 、 効 果 的 な も の と す る た め 、 こ の

よ う な 協 力 を 積 極 的 に 実 施 し て い る 国 と 共

同 チ ー ム を 編 成 し て 、 第 三 国 に 対 す る 協 力

を 実 施 す る 等 の 連 携 協 力 体 制 の 構 築 を 推 進

す る 。 こ の 場 合 、 共 同 チ ー ム が 効 果 的 な 国

際 協 力 を 実 施 で き る よ う 、 我 が 国 の 関 係 機

関 に お い て は 、 適 宜 、 コ ン ソ ー シ ア ム を 通

じ て 情 報 を 共 有 し 、 密 接 な 連 携 を 図 る こ と

が 望 ま れ る 。

ま た 、 既 に 我 が 国 が 締 結 し て い る 文 化 遺

産 の 保 護 の た め の 多 国 間 条 約 等 の 効 果 的 な

運 用 を 図 る た め 、 関 係 各 国 や 国 際 機 関 等 と

の 十 分 な 連 携 を 図 る 。

２ ． 人 材 の 確 保 等

(1) 我 が 国 の 文 化 遺 産 保 護 の 専 門 家 の 確 保

等

国 は 、 教 育 研 究 機 関 及 び 民 間 団 体 に お け

る 文 化 遺 産 保 護 の 専 門 家 の 養 成 、 確 保 及 び

資 質 の 向 上 に 必 要 な 施 策 を 講 ず る 。 教 育 研

究 機 関 及 び 民 間 団 体 は 、 文 化 遺 産 国 際 協 力

に 係 る 総 合 的 な 研 究 領 域 を 視 野 に 入 れ つ

つ 、 教 育 研 究 を 充 実 さ せ て い く こ と が 望 ま

れ る 。

ま た 、 国 際 協 力 の 現 場 を 経 験 さ せ る イ ン

タ ー ン （ 就 業 体 験 ） 制 度 を 充 実 す る 等 実 践

的 な 人 材 を 養 成 で き る 教 育 研 究 体 制 を 整 備

し 、 海 外 で 活 躍 で き る 文 化 遺 産 保 護 の 専 門

家 を 適 切 に 確 保 す る 。

こ う し た 文 化 遺 産 保 護 の 専 門 家 の 養 成 を



- 11 -

行 う 教 育 研 究 機 関 等 に お い て は 、 コ ン ソ ー

シ ア ム を 通 じ て 、 関 係 機 関 と 情 報 共 有 を 図

り な が ら 実 施 す る こ と が 望 ま れ る 。

さ ら に 、 教 育 研 究 機 関 に お い て は 、 当 該

機 関 に 所 属 す る 研 究 者 が 、 文 化 遺 産 国 際 協

力 へ の 参 加 と 、 国 内 で の 教 育 研 究 を 円 滑 に

両 立 で き る 環 境 の 整 備 を 図 る こ と が 望 ま れ

る 。

な お 、 平 成 23 年 ９ 月 に は 、 海 外 の 美 術

品 等 の 我 が 国 に お け る 公 開 の 促 進 に 関 す る

法 律 （ 平 成 23 年 法 律 第 15 号 ） が 施 行 さ れ 、

同 法 第 ５ 条 の 規 定 を 踏 ま え 、 学 芸 員 等 の 資

質 の 向 上 を 図 る こ と も 重 要 で あ る 。

(2) 海 外 の 文 化 遺 産 保 護 の 専 門 家 の 確 保 等

近 年 、 途 上 国 に お い て も 、 他 国 の 専 門 家

に 自 国 の 文 化 遺 産 の 保 護 を 委 ね る だ け で な

く 、 国 づ く り の 一 環 と し て 自 国 の 誇 り で あ

る 文 化 遺 産 を 自 ら の 手 で 保 護 す る こ と が で

き る よ う 、 自 国 の 専 門 家 に よ る 保 護 活 動 を

希 求 す る 動 き が 高 ま っ て い る 。 自 国 の ア イ

デ ン テ ィ テ ィ の 根 源 に も 関 わ る こ う し た 活

動 を 支 援 す る た め 、 我 が 国 は 、 文 化 遺 産 国

際 協 力 に 係 る 独 立 行 政 法 人 、 教 育 研 究 機 関

及 び 民 間 団 体 等 の 有 す る 知 識 、 技 術 及 び 経

験 等 を 活 用 し て 、 海 外 の 専 門 家 を 対 象 と し

た 、 国 内 外 で の 研 修 の 充 実 を 進 め る 。

海 外 の 専 門 家 の 養 成 を 行 う 教 育 研 究 機 関

等 に お い て は 、 そ の 目 的 に 適 し た 教 材 開 発

を 行 う 等 、 各 国 の 要 請 や 社 会 的 状 況 に 対 応

し た 研 修 を 実 施 す る と と も に 、 我 が 国 に お

け る 研 修 の 成 果 が 適 切 に 評 価 さ れ 学 位 取 得

に つ な が る よ う 、 海 外 の 専 門 家 が 学 位 を 取
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得 し や す い 環 境 の 整 備 が 望 ま れ る 。 ま た 、

我 が 国 の 文 化 遺 産 保 護 に 係 る 取 組 が 正 し く

海 外 に 伝 え ら れ る よ う 、 情 報 発 信 に 努 め る

と と も に 、 適 宜 、 留 学 生 の 受 入 れ に 係 る 多

様 な 支 援 措 置 を 活 用 す る こ と が 望 ま れ る 。

さ ら に 、 経 済 協 力 の 一 環 で 人 的 資 源 開 発

と し て 行 わ れ る 文 化 遺 産 の 保 護 に 係 る 研 修

に つ い て 、 文 化 遺 産 国 際 協 力 の 観 点 を 踏 ま

え て 適 切 に 行 わ れ る よ う 留 意 す る 。 ま た 、

我 が 国 の 教 育 研 究 機 関 及 び 民 間 団 体 等 が 、

海 外 の 教 育 研 究 機 関 等 に お け る 自 主 的 な 人

材 育 成 カ リ キ ュ ラ ム の 改 善 等 の 実 施 の 際 の

協 力 要 請 に 円 滑 に 協 力 で き る よ う 、 我 が 国

で 研 修 を 受 け た 専 門 家 と の 連 絡 体 制 を 維 持

し 、 長 期 的 な 関 係 を 構 築 す る こ と が 望 ま れ

る 。

こ う し た 海 外 の 専 門 家 の 養 成 に つ い て

も 、 各 教 育 研 究 機 関 等 が 実 施 す る 事 業 の 特

徴 を 生 か し つ つ 、 我 が 国 の 文 化 遺 産 国 際 協

力 と し て の 整 合 性 が 図 ら れ る よ う 、 コ ン ソ

ー シ ア ム の 調 整 機 能 が 活 用 さ れ る こ と が 望

ま れ る 。

３ ． 情 報 の 収 集 、 整 理 及 び 活 用

国 は 、 文 化 遺 産 国 際 協 力 が 適 切 か つ 有 効 に

実 施 さ れ る よ う 、 文 化 遺 産 国 際 協 力 に 係 る 国

内 外 の 情 報 の 収 集 、 整 理 及 び 活 用 そ の 他 の 必

要 な 施 策 を 講 ず る 。

特 に 、 コ ン ソ ー シ ア ム を 通 じ て 、 文 化 遺 産

国 際 協 力 に 係 る 情 報 を 集 約 す る と と も に 、 文

化 遺 産 国 際 協 力 に 係 る 諸 機 関 等 に お い て 、 そ

の 共 有 及 び 交 換 を 積 極 的 に 進 め る 。

ま た 、 コ ン ソ ー シ ア ム に 設 置 さ れ た 、 世 界
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の 各 地 域 に 対 応 し た 分 科 会 に お い て は 、 地 域

ご と の 協 力 の 在 り 方 に つ い て 情 報 交 換 が 行 わ

れ て お り 、 こ れ ら の 情 報 に つ い て 、 コ ン ソ ー

シ ア ム 全 体 と し て 地 域 横 断 的 な 共 有 を 図 る

等 、 我 が 国 の 文 化 遺 産 国 際 協 力 の 効 果 的 な 推

進 に 向 け た 情 報 ネ ッ ト ワ ー ク の 一 層 の 充 実 が

望 ま れ る 。

さ ら に 、 コ ン ソ ー シ ア ム に お い て は 、 文 化

遺 産 保 護 に 関 す る 各 分 野 や 海 外 の 地 域 情 勢 に

詳 し い 専 門 家 等 の 適 材 適 所 の 参 画 を 推 進 す る

と と も に 、 こ う し た 人 材 情 報 の デ ー タ ベ ー ス

化 を 検 討 す る 。

な お 、 近 年 、 文 化 遺 産 の 不 法 輸 出 入 等 の 防

止 に つ い て 、 国 際 的 な 取 組 の 強 化 に 向 け た 議

論 が ユ ネ ス コ 等 の 国 際 機 関 で 行 わ れ て い る

中 、 イ ン タ ー ネ ッ ト に よ る 不 法 取 引 へ の 対 応

が 一 つ の 課 題 と な っ て い る 。 不 法 取 引 の 危 機

に 直 面 す る 外 国 の 文 化 遺 産 を 保 護 す る た め 、

コ ン ソ ー シ ア ム に お い て は 、 イ ン タ ー ネ ッ ト

に お け る 販 売 等 を 監 視 し 、 文 化 遺 産 の 不 法 取

引 に 関 す る 情 報 が 発 見 さ れ た 場 合 に は 、 我 が

国 と し て 適 切 な 措 置 が 実 施 で き る よ う 、 文 部

科 学 省 、 外 務 省 そ の 他 関 係 省 庁 に 通 報 す る こ

と が 望 ま れ る 。

４ ． 国 民 の 理 解 及 び 関 心 の 増 進

国 は 、 文 化 遺 産 国 際 協 力 に お い て 研 究 者 や

技 術 者 が 果 た す 役 割 の 重 要 性 に 関 す る 国 民 の

理 解 と 関 心 を 深 め る よ う 、 広 報 活 動 の 充 実 及

び 教 育 の 振 興 そ の 他 の 必 要 な 施 策 を 講 ず る 。

ま た 、文 化 遺 産 国 際 協 力 に 係 る 教 育 研 究 機 関 、

独 立 行 政 法 人 及 び 民 間 団 体 等 は 、 国 民 の 理 解

に 資 す る よ う 、 そ れ ぞ れ の 活 動 の 成 果 を 積 極
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的 に 広 報 す る こ と が 望 ま れ る 。

コ ン ソ ー シ ア ム は 、 文 部 科 学 省 、 外 務 省 そ

の 他 関 係 省 庁 、 教 育 研 究 機 関 、 独 立 行 政 法 人

及 び 民 間 団 体 等 と 協 力 し て 、 文 化 遺 産 の 専 門

家 の み な ら ず 、 幅 広 い 人 々 を 対 象 に し た シ ン

ポ ジ ウ ム 等 の 開 催 や 電 子 メ ー ル を 活 用 し た 情

報 提 供 等 を 通 じ て 、 国 民 の コ ン ソ ー シ ア ム の

活 動 へ の 参 加 や 理 解 を 促 進 す る 。

５ ． 教 育 研 究 機 関 及 び 民 間 団 体 に 対 す る 支 援

国 は 、 海 外 の 文 化 遺 産 の 保 護 や 現 地 の 専 門

家 の 人 材 養 成 を 一 層 推 進 す る た め 、 専 門 家 の

派 遣 や 海 外 の 専 門 家 の 招 へ い 等 の 拡 充 と い っ

た 、 教 育 研 究 機 関 及 び 民 間 団 体 の 文 化 遺 産 国

際 協 力 活 動 を 支 援 す る 。

ま た 、 民 間 団 体 が 、 教 育 研 究 機 関 の 支 援 そ

の 他 の 文 化 遺 産 国 際 協 力 活 動 を 効 果 的 に 行 う

こ と が で き る よ う 、 国 は 、 コ ン ソ ー シ ア ム も

活 用 し つ つ 、 文 化 遺 産 国 際 協 力 に 携 わ る 専 門

家 や 海 外 の 文 化 遺 産 等 に 関 す る 情 報 提 供 そ の

他 必 要 な 支 援 を 行 う 。


